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右図のように鉛直方向から角度θだけ傾いて半径 a、厚さ d、質量 Mの円盤が重
心までの長さが 2a の回転軸で Oの周りを角速度ωで回転しながら角速度Ωの歳

差運動をしている。コマの自転は歳差運動による回転より十分に速いとし、回転

軸の質量は無視できるとする。 
 
1) この円柱の密度ρを求めよ。 
 
 
 
2) この円盤の慣性モーメント Iを求めよ。 
 
 
 
 
 
 

3) Oから重心までの位置ベクトルを r
r

とし、重力をF
r

として、力のモーメントN
r

を求めよ。 
 
 
 

4) Oから重心までの距離 ar 2=r

、 MgF =
r

として、Oまわりの力のモーメントの大きさN を求めよ。 

 
 
 
5) このコマの角運動量の大きさを Lとして、回転に関する運動方程式を書け。 
 
 
 
 
6) 短い時間 dtの間の角運動量の変化の大きさ Ld を求めよ。 
 
 
 
 

7) コマの軸は角速度Ωで歳差運動している。dt の間に右図のように L
r

が

LLL
rrr

d' += に変化したとする。L
r

と 'L
r

の終点をそれぞれ P,P’とし、歳差運動の運
動面の中心を Qとすると、 'PQP∠ はいくらか。 

 

 

 

 

8) Ld は PP’に等しい。 Ld を求めよ。 
 
 
 
 

9) 6)と 8)からΩを求めよ。 
 
 
 
 
10) Ωとωの関係を求めよ。 
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